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近年の相つぐ海洋での核爆発実験および日本近海に

おける原子力施設から出る放射性廃棄物によって日本

沿岸海域が汚染される可能性がでてきたので，現時点

においてどの程度の汚染度があるかを日本近海とくに

西海域について調査を行った。調査には神戸商船大学

の協力を得て同大学の練習船深江丸(150トン)を 1966

年 7月26日より 1週間にわたり五島列島福江島西海域

まで出船させて，表層海水，魚類，プランクトン，泥

を採取し，その分析を行った，以下その結果を略述す

る。

2. 船路および試料採取点

深江丸の船路および試料を採取した点は第 1図に示

す。図中の採取点 (No.1，......，10)における採集内容は，

海水 1，2，5， 7， 8， 9， 10地点，泥3地点，プランクト

ン1， 4， 6， 7， 8， 9， 10地点で採取した。魚類は捕獲設

備をもたなかったので，福江島で 7月27日早朝間島南

方で捕獲したサパ 26kgを購入した。

3. 分析結果

採取した試料の分析は近畿大学原子力研究所と日本

分析化学研究所において行った。その方法はトリチウ

ムを除く他の諸核種は通常の化学分析後低ノfックグラ

ウンド放射能測定装置で測り， トリチウムについては

海水を一旦蒸溜してからトリチウムの電解濃縮を4回

繰返してその濃度を数百倍に高めた後シンチレーショ

ンカウンターで測定した。電解濃縮度は電解分離係数

β=  9.06と仮定して計算した。 実際の電解ではその

条件lとよりとれより多少変動するが，従来の経験から

その濃縮度に及ぼす影響は10~語以内と推定される。海

水に関する測定結果を第 1表に，サパに関する測定結

果を第2表に示す。プランクトンおよび泥に関しては

採取量が少く測定が十分できる程度ではなかった。

4. 結論

第 1表に示すような表層海水中の 90Srおよび 137CS

はいずれの地点においてもそれぞれ 0.4pCνI右よび

0.71 pCijl以下であった。これを同年日本近海各地で

採取された表層海水と比べると第3表に示すように大

体同程度であり，また地域差も少い。また 65Zn，60Co

についてはいずれも 0.1pCijl以下で微量である。

表層海水中トリチウムに関しては， 1958年太平洋東

経 1750
の値 6.2，，-，24.5T; U. (気象研，三宅，島田，

川村)4) に比べてわずか高い程度であり， また地域差
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姦:号 サンプリング点

第 1表海水放射能測定結果

採集場所 |附 137Cs 陥 60CO' 3H 

黙阿地名|経 緯 度 I 1コCijl pCijl i pCijl I pCijl I T.U 

1 I壱|技水道 IN 33038'， E 129048' 1 0.24土O.02 I O. 50:i:: O. 05 : O. 1以下 I0.1以下 I36.7土2.5

2 1福江島西 1N 32051. 2'， E 129012.7' I 0.18土O.臼 10.50土0.05i 1/ 1/ 32.6土3.7 

5 1福江島東南 1N 32038.2'. E 128034' ! 0.31:::::0.03 10.55土O.05 1/ / / 1 51. 8土3.2

7 1福江島北 IN3705'. El28055' 1 O. 38:i::0. 02 i 0.62:i::0.061 1/ 1/ 165.6士4.3

8 I伊予離 IN 33040.6'， E 131051. 8' I O. 29:i:: 0.03 • 0.71土0.08 1/ 1/ I 47.1:!::3.7 

9 I備後難 IN 34013.7ヘ E133020.4' I 0.30士O.02 I O. 57 == O. 05 I 1/ 1/ I 55. 2:!:: 4. 8 

10 I播磨灘 jN担。却に E 134 032.8' ! 0.37土O位 10臼土0.06I 1/ 1/ I 53.6士3.4

第 2表魚(ーサパ)分肝結果

全生重量 .17570g (46尾)

臓 器 [生重量|灰重量i灰分ICa i k l 略 r 1 1叱 S
g g I 96 灰qd 灰勉 pCijkg生 pCijkg生

，J1問ヨ. 3870 257.2 I 6.6 32.2 2.67 4.6土1.3 9.6土1.6

筋内 8330 119.5 I 1.4 2.94 22.1 0.24:i::0.15 12. 7:!:: 1. 2 

内臓(肝臓を除く全部) 800 I 19.7 I 2.5 6.60 20.2 0.64土0.23 20.3土2.0

肝臓 55 I 2.4 4.4 1. 05 18.0 10. 7土6.9 I 30. O:!:: 9.8 
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Vo1. 7.(1968) 

第 3表 1966年海洋放射能(単位 pCijl)

場 所 I~;I 90Sr 131CS 

松川浦(福島) 0.28土0.04 放医研D

1/ 8.11 0.28::1::0.03 0.32土0.03 1/ 

小名浜(福島〉 6. 7 0.30土0.03 0.41::1::0.03 1/ 

1/ 8.10 0.36土0.03 1/ 

大 熊 町 ( 福 島 )16.7 0.28土0.03 1/ 

8.12 0.42土0.03 1/ 

新潟海岸 A 5.27 0.38土0.03 1/ 

8.25 0.41土0.03 1/ 

新潟海岸 B 5.27 0.46土0.05 0.51:1:0.04 1/ 

8.25 0.35土0.03 1/ 

新 潟海岸 C 5.27 0.24土0.05 0.43土0.04 // 

8.25 0.35土0.04 1/ 

広 島 湾 A 8.5 0.29土0.03 1/ 

広 島 湾 B 8.5 0.23土0.02 0.56土0.04 1/ 

広 島 湾 C 8.5 0.10土0.01 0.35士0.10 1/ 

丹 生 湾 ( 広 島 ) 8.11 0.42士0.03 0.44::1::0.04 1/ 

白木沖(福井) 8.11 0.37:!::0.07 0.35土0.04 1/ 

浦底湾(福井) 8.11 0.57土0.04 0.62土0.06 1/ 

黒 潮 流 域 0.25 (0.21~0.37) 0.28 (0.17~0.36) 海庁水上保路安部2) 

日 本 海 0.32 (0.23~0.49) 0.37 (O.27~0.48) /1 

親 潮 流 域 0.28 (0.25~0.31) 0.29 (0.21~0.33) 1/ 

4203日6
'
N本，1350

海
37 E 0.14士0.02 0.40土0.07 気象研3)

3704日l'N本，13404海7' E 0.27土0.07 0.46土0.08 1/ 

3700日O'N本，131。海00' E 0.32土0.04 0.48土0.08 1/ 

rd巴" 岐 水 道 7.26 0.24::1::0.02 0.50土0.05 近大

1百 江 島 西 7.26 0.18土0.02 0.50土0.05 1/ 

福江島東南 7.27 0.31土0.03 0.55土0.05 1/ 

ネ富 江 島 北 7.27 0.38土0.02 0.62土'0.06 11 

伊 予 議t 7.29 0.29土0.03 O. 71土0.08 11 

備 後 議i 7.30 0.30士0.02 0.57土0.05 1/ 

播 磨 護r~ 7.31 0.37土0.02 0.64土0.06 1/ 

もわずかである。魚類については周年各地で捕獲した

魚の 90Srおよび 131Crと比較した結果を第4表に示

す。当方の五島沖捕獲のサパは他地方の値と比べて大

差はないが，肝臓だけは他臓器に比べて多い。しかし

他所の測定値は特に肝臓だけを分けて測定していない

ので，肝臓だけの比較はできなかった。

ックグラウンドとして重要であると思われる。

以上の諸結果は今後国の内外で原子力プラントなど

により日本近海が放射能汚染を起した場合に対するパ

終りに 90Sr，65Zr， 60Coの測定に多大な御協力を

いただいた日本分析化学研究所の浅利民称，千葉盛人

両氏に深謝します。
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第 4表 魚の放射能分析値比較 1966年5月， 7月(五島)

90Sr 骨 137CS pCijkg生
採集地区 魚 種 担当

pCijg-Ca 筋 臓

新 潟 マアジ 0.6 21.2 16.5 

11 サ .I~ 0.6 19.4 20.1 放 5)

広 島 チ ヌ 0.4 11. 0 11.8 

11 カ レイ 0.4 12;3 一
ネ高 島 スズキ 1.5 15.6 21.4 医

1/ クロガラ 0.3 23.1 24.8 

福 井 カ レイ 0.3 20.0 

1/ マアジ 0.4 10.5 

以上平均 0.6 16.6 

五 12. 7 l!F2正陛3l3肝I|i近大
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